
循環注水冷却スケジュール

東京電力株式会社
循環注水冷却

2014/6/27現在

25 1 8 15 22 29 6 13 下 上 中 下 前 後

 

・H26年度中に運用開始予定

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

１号機緊急用
原子炉注水点の設置

２号機RPV底部温度計
修理

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

温度計引き抜きを試みたが、引き抜き不
可能であったことから、引き抜き工法の
再検討中。現在、モックアップ試験につ
いて検討・実施中。
・固着試験にて十分な固着力が得られて
いないことから、発錆・固着模擬を継続
して実施中。組み合わせ試験以外の項目
について、一部先行して実施。

●JＰＳＬからのRPV窒素封入仮設ライ
ン設置
・JPSLからＲＰＶへN2を注入可能かを
確認するため、仮設ラインを設置する。
健全性確認のスケジュールは調整中。

・６/１６～６/２０　窒素ガス分離装置
（Ｃ）点検

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）
　・【１，２，３号】常用高台炉注ポンプ（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）号機電源停止
　　（５/２7）
　・【１，２号】ＣＳＴ炉注ポンプ（Ｂ）号機電源停止（６/３）
　・【１号】タービン建屋内炉注ポンプ（Ａ），（Ｂ）号機電源停止（６/５～９）

（実　績）
　・【共通】CST炉注水ラインの信頼性向上対策
　　　- 3号CSTを水源として１～３号CST炉注水ラインを運用中（継続）

（実　績）
　・循環ループ縮小工事に関わる設備の検討・設計・機器手配

原
子
炉
関
連

循環注水冷却

循環注水冷却設備の
信頼性向上対策

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

循環ループ縮小

窒素充填

海水腐食及び
塩分除去対策

分
野
名

括
　
り

作業内容

循
環
注
水
冷
却

これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定 ８月 ９月５月 ６月 ７月 備　考

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

現
場
作
業

・H26年度中に現地設置

・サブドレン浄化設備移送ポンプ建屋の受電
ケーブル接続に伴う電源停止

現
場
作
業

現
場
作
業

・サブドレン浄化設備高圧変圧器盤の受電
ケーブル接続に伴う電源停止

・所内共通Ｍ／Ｃ受電ケーブル接続に伴う電
源停止

（実　績）
　・対策検討・設計

（実　績）
　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　　- 連続窒素封入へ移行（H25.9/9～）（継続）

（予　定）
　・【１号】JＰＳＬからのRPV窒素封入仮設ライン設置（６/11～6/24）

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入開始（H25.8/29～）

（実　績）
　・【２号】RPV底部温度計の交換
　　-温度検出器引抜（モックアップ試験の検討・実施）

（予　定）
　・【２号】RPV底部温度計の交換
　　-温度検出器引抜（モックアップ試験の検討・実施）

・６/２３～６/２５　共用ヘッダーＣ移
設

【１，２，３号】原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】原子炉圧力容器 窒素封入中

3号CSTを水源として

ヒドラジン注入開始

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

略語の意味

CS：炉心スプレイ系

FDW：給水系
CST：復水貯蔵タンク

RPV：原子炉圧力容器
PCV：原子炉格納容器

TIP：移動式炉心内計測装置

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、作業

【１，２，３号】常用高台炉注ポンプ（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）号機
電源停止

検討・設計・機器手配

温度検出器引き抜き不可のため、引き抜き方法検討（モックアップ試験他）

錆除去・加振モックアップ試験

強制引抜モックアップ試験

【１，２号】ＣＳＴ炉注ポンプ（Ｂ）号機電源停止

【１号】タービン建屋内炉注ポンプ（Ａ），（Ｂ）号機電源停止

準備工事

機器手配

発錆・固着モックアップ試験

（組み合わせ試験）

（組み合わせ試験）

JＰＳＬからのRPV窒素封入仮設ライン設置

現場準備・設置

最新工程反映

追加

無断複製・転載禁止　東京電力株式会社



循環注水冷却スケジュール

東京電力株式会社
循環注水冷却

2014/6/27現在
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分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定 ８月 ９月５月 ６月 ７月 備　考

（実　績）
　・【共通】PCVガス管理システム運転中（継続）
　・【１，２号】ＰＣＶガス管理システム（Ｂ）電源停止（６/３）

PCVガス管理
・サブドレン浄化設備移送ポンプ建屋の受電
ケーブル接続に伴う電源停止

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続）

（実　績）
　・【共通】循環冷却中（継続）

（予　定）
　・【３号】
　　　-　燃料プール内ガレキ撤去作業（系統全停）　（4/23～8月）
　　　　　　　※作業期間中、定期的に冷却系統を運転
　　　　　　　※クレーン点検に伴い系統全停する作業を一時中断（6月～7月）
　　　-　凍土壁設置作業に伴う電源停止（系統全停）（6月24日、予備日6月25日)

（実　績）
　・【２号】常設監視計器再設置
        - 常設監視計器設置（６／６完了）

　・【３号】PCV内部調査・常設監視計器設置
　　　-  PCV内部調査の実施方針検討（継続）
 

現
場
作
業

現
場
作
業

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

・作業期間中においては、定期的に冷却
系統を運転しプール温度の低下をはか
る。ガレキ撤去作業の進捗ならびに使用
済燃料プール温度により系統全停期間は
適宜見直す。

使用済燃料プール
への注水冷却

使用済燃料プール
循環冷却

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
関
連

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

原
子
炉
格
納
容
器
関
連 PCV内部調査

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

・現場調査後、仕様確定
現場詳細調査については、原子炉建屋１
階　除染作業の進捗状況に合わせて実施
時期を検討（９月頃）

現
場
作
業

【１，２，３号】継続運転中

【１，２，３，４号】循環冷却中

【１，２，３，４号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１，３，４号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理

【３号】燃料プール内ガレキ撤去作業（系統全停）

【３号】PCV内部調査・常設監視計器設置
実施方針検討

【２号】常設監視計器再設置

調査装置設計・製作

対策検討

引抜き 現場準備・設置・結線

【１，２号】ＰＣＶガス管理システム（Ｂ）電源停止

【３号】凍土壁設置作業に伴う電源停止（系統全停）

追加

実績反映

無断複製・転載禁止　東京電力株式会社



２号機 PCV内監視計器再設置の
作業結果について

平成2６年６月２７日

東京電力株式会社
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１．再設置作業の実施状況

2号PCV内でグレーチング格子に引っ掛かっていた計器について、
【既報】ねじり解消のためパイプ回転操作（STEP1：５月20～２２日実施）

【既報】 PCVからの計器引抜き（STEP2：5月26～27日実施）

新規計器の挿入、設置、結線を完了（STEP2：6月5～6日）

・現状の計器を
引抜き、撤去

・グレーチング格子にて
計器が引っ掛り

・新品計器を挿入

実施済み 今回の作業

X-53

X-53ペネ
OP12460(center)

PCV底部 OP 5480

1階グレーチング
OP 9510(top)

引っ掛り！

：温度計（熱電対）
：水位計（電極式）

計画通りの位置に計器を設置できた

作業前
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測定された温度は、気中33.7℃、水中35.8℃であった。
測定された水位は、LE02高さ未満であった。
温度計挿入前後の電気的特性について、同等であることを確認した。
今回設置した計器の指示値について、変動状況等を１ヶ月程度監視し妥
当性評価を行う予定。

２．PCV監視計器測定結果

監視計器測定結果
設置位置 備 考

温度[℃] 水位

TE08 33.7 － － OP.11,920
既設温度計位置と同レベル
既設温度計：32.8℃

TE07 33.7 － － OP.10,690
既設温度計位置と同レベル
既設温度計：33.6℃

TE06 33.5 － － OP.8,100 －

TE05 33.5 LE05 OFF OP.6,430

間隔を200mmピッチ

TE04 33.5 LE04 OFF OP.6,230

TE03 33.6 LE03 OFF OP.6,030

TE02 35.0 LE02 OFF OP.5,830
*底部から350mm

TE01 35.8 LE01 ON OP.5,630
*底部から150mm

底部から150mmの位置

［6/11 8時データ］

PCV底部 OP 5480

X-53

X-53ペネ
OP12460

1階ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ OP 9510

TE06

LE05

LE04

LE03

LE02

LE01

TE05

TE04

TE03

TE02

TE01

TE07

TE08

：温度計（熱電対）
：水位計（電極式）
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３．PCV内水位の測定結果

計器先端の着水・着底をカメラで確認、ケーブル挿入量の差から水位を測定。

水位は約300mmと測定。

なお、測定値は今回設置した水位計の動作状況とも整合している。

（LE01 : ON、 LE02 : OFF）

水位はベント管オーバーフロー高さと概ね一致しているものと考えられる。

水位測定方法

①先端部の水面への着水を確認
②コマの動きにより着底を確認
③着底時のケーブルたわみ解消のため持ち上げ
※①と③のケーブル挿入量の差から水位を算出

約300mm
ベント管

PCV ①
水面

PCV底部 OP 5480

監視計器
（集合管）

②
着底
確認

カメラ

③
底面

設計値：344mm

（参考）

・ベント管オーバーフロー高さは、
建設時の設計計画値で344mm。
・ただし、建設時のコンクリート布設、運転
開始後の床面上塗り塗装等により誤差あり。

着底確認用コマ

ベント管

PCV
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実施日 Ｈ26年6月6日（今回） H24年3月26日（前回）

概要

方法

•監視計器（カメラ付き）を垂直に挿入。
•計器先端の着水位置及び着底位置をカメ
ラにて確認し、挿入量の差から水位を算出。
⇒水面-底部の約300mmの範囲を測定
•挿入量はPCV貫通部外側でメジャーにて
測定。

•内視鏡をPCV壁に沿わせて挿入。
•内視鏡のグレーチング通過位置及び先端着水位置
を内視鏡にて確認し、挿入量の差から水位を算出。
⇒グレーチング-水面の約3700mmの範囲を測定

•挿入量は500mmピッチのケーブルマーキングを
目安に推定。

ケーブル
たわみ

•底面着座後にたわみ解消のため再度引上
げを実施

•ケーブルたわみへの考慮なし

備考

•着水時よりグレーチング通過時のケーブルたわみ
が大きい場合、水位が大きめに算出される可能性あ
り
•水面算出時にはPCV壁の局率を補正

【参考】前回の水位評価との比較

測定

PCV
貫通部
（X-53）

ガイドパイプ

ケーブル

監視計器
（集合管）

約300mmと測定

前回は内視鏡を用いた大まかな水面の位置の把握が作業の主目的であり、
水位については追加作業として可能な範囲で概算評価を行ったもの

ケーブル

グレーチング

PCV貫通部
（X-53）

測定 約600mmの水位と
概算評価内視鏡
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【参考】これまでの２号機原子炉格納容器調査結果等について

実施日 H24.12.11～H25.3.15

調査
概要

４足歩行ロボット＋小型走行車
によるベント管下部周辺調査

調査
対象

・ベント管スリーブ端部
・サンドクッションドレン管端部
・ベント管ベローズカバー下部

調査
結果

いずれの調査対象も漏水がな
いことを確認。

今後、資源エネルギー庁補助事業により開発中のＳ／Ｃ下部調査装置の実証試験を２
号機で実施し、Ｓ／Ｃ下部に止水不可能な損傷の有無を確認していく。

実施日 H24.3.26～H24.3.27

調査
概要

ＰＣＶ（格納容器）貫通部から
の工業用内視鏡等の挿入に
よるＰＣＶ滞留水水位等の調
査

調査
項目

・ＰＣＶ滞留水の水位確認
・ＰＣＶ滞留水の水温測定
・ＰＣＶ内雰囲気線量測定

調査
結果

ＰＣＶ水位：ＰＣＶ底部より
約600mm
滞留水水温：48.5～50.0℃
雰囲気線量：31.1～72.9Sv/h

実施日 H25.8.7

実施
概要

PCV貫通部からの滞留水
採取

実施
項目

PCV滞留水採取

実施
結果

pH：7.4,
導電率：25μS/cm,
塩素：2.9ppm,
Cs134:2.14E+03Bq/cm3,
Cs137:4.38E+03Bq/cm3

実施日 H26.6.5～H26.6.6

実施
概要

PCV（格納容器）内監視計器
設置および滞留水水位測定

実施
項目

・PCV滞留水の水位確認
・PCV内温度測定
・PCV内水位確認

実施
結果

ＰＣＶ水位：PCV底部より
約300mm,底部より350mm未
満であることを確認
PCV内温度：33.4～35.6℃

実施日 H26.1.14～H26.1.16

実施
概要

Ｓ／Ｃ（圧力抑制室）内水位測定
装置によるＳ／Ｃ内水位測定

測定
項目

・Ｓ／Ｃ内滞留水水位
・トーラス室滞留水水位

測定
結果

Ｓ／Ｃ内水位 ： 約OP.3150
トーラス室水位 ： 約OP.3160
水位差 ： 約10mm
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【参考】計器先端構造

複合センサー×5個
（温度計・水位計）

カメラケーブル

温度計×3個

CCDカメラ

TE07

TE08

TE06

TE01・ LE01

TE04・ LE04

TE03・ LE03

TE02・ LE02

TE05・ LE05

集合管

着底確認用コマ

カメラ収納管

着底確認用コマ

CCDカメラ部 TE01/LE01部

カメラ収納管 監視計器
（集合管）

約
１
ｍ

常設監視計器
詳細図

常設監視計器
写真

拡大


